
学校番号 317 

令和３年度 国語科 

 

教科 国語科 科目 
古典Ａ 単位

数 
２ 年次 3 

使用教科書 「高等学校 改訂版 古典Ａ 」 （第一学習社） 

副教材等 カラー版新国語便覧（第一学習社） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・社会へ出る上で必要な教養を身につけましょう。 

・上代から近世までのさまざまな文章に接し、悠久の人間の営みを思いやりましょう。 

・時系列の中で、変化したもの（仮名遣い、語句の意味、活用など）と、していないものを見極

めましょう。 

・学習する上で、文法力と単語力はかかせません。まめに辞書を引きましょう。 

・事前に本文に目を通し、分からない単語を調べておきましょう。 

・授業中の小テストなどは、一所懸命取り組みましょう。 

・提出物は、期日を守って提出しましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

・さまざまな文章を読み、そこに現れている人間像を的確に把握できる。 

・文章を理解する上での手段として、文法力と単語力を身につける。 

・時代の流れの中で、変化したものと、しないものを区別し、さらに人間とはなにかという

問題にアプローチする。 

・進んで読書することで、課題に自発的に取り組む習慣を身につけさせる。 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:関心・意

欲・態度 

b:話す・聞く能

力 
c:書く能力 d:読む能力 e:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

国語で伝え合

う力を高める

とともに、その

歴史を時系列

に理解し、言語

文化の対する

関心を深め、国

語を尊重して、

その向上を図

ろうとする。 

  主張、構成などを

的確に捉え、文学

的な文章につい

ては心情や情景

を正しく読み取

り、論理的な文章

については、筆者

の主張を正確に

把握する。 

伝統的な言語文

化や言葉の特徴

やきまり、漢字

やかななどにつ

いて理解すると

ともに、語彙の

知識を身につけ

ている。 

評
価
方
法 

行動の観察 

記述の点検 

（授業のプリ

ント、問題集の

提出等） 

  記述の確認と分

析（授業のプリン

ト、問題集、提出

物） 

定期考査 

記述の確認（授

業のプリント、

問題集、提出物

等） 

定期考査 



上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d e 

１
学
期 

物
語
㈠ 

「伊勢物語」渚の

院 

○   ◎ ○ ａ歌物語の特徴を理解してい

る。 

ｄ和歌を中心に展開する物語を

理解している。 

ｅ和歌の修辞を理解している。 

ａ、ｄ，ｅ授業のﾌﾟﾘﾝﾄの

記述の確認。授業での

発表。定期考査。 

 

物
語 

「堤中納言物語」

はいずみ 

○   ◎ ○ ａ当時の恋愛のｼｽﾃﾑを理解して

いる。 

ｄ物語の展開を理解している。 

ｅ本文中の敬語表現を理解して

いる。 

ａ、ｄ、ｅ授業のﾌﾟﾘﾝﾄの

記述の確認。定期考

査。 

物
語 

｢大鏡｣時平と道

真 兼通と兼家

の不和 

。 

○   ◎ ○ ａ平安時代の歴史を人物像に視

点をあてて理解する。 

ｄ登場人物の心情、性格を読み

取る。 

ｅ本文中の敬語について理解し

ている。。 

ａ、ｄ、ｅ授業のﾌﾟﾘﾝﾄの

記述の確認。 

２
学
期 

物
語 

｢源氏物語｣夕顔

の死 物の怪の

出現 

◎   ◎ ○ ａ当時の貴族の恋愛を理解す

る。 

ｄ主語や目的語を省略しがちな

文体に慣れ、意図するところ

が読み取れる。 

e 源氏物語に特有の語彙の意味

を理解する。 

ａ、ｄ、ｅ授業のﾌﾟﾘﾝﾄの

記述の確認。 

物
語 

｢平家物語｣祇王 ◎   ◎ ○ ａ当時の武士のあり方を理解す

る。 

ｄ難解な文章を読みこなす。 

ｅ軍記物語に特徴的な語彙を理

解する。。 

ａ、ｄ、ｅ授業のﾌﾟﾘﾝﾄの

記述の確認。定期考

査。 

評
論 

古今集仮名序 ○   ◎ ○ ａ中世日本人の和歌や言葉に対

する価値観を理解する。 

ｄ貫之の思いを読み取る。 

ｅ勅撰和歌集の歴史的意義を理

解する。 

ａ、ｄ、ｅ授業のﾌﾟﾘﾝﾄの

記述の確認。定期考

査。 



３
学
期 

日
記 

「 讃 岐 典 侍 日

記」。 

○   ◎ ○ ａ平安時代の病に対する手立て

について知る。 

ｄ作者の帝に対する思いを読み

取る。 

ｅ内心を述べる日記に特徴的な

語彙を理解する。 

ａ、ｄ、ｅ授業のﾌﾟﾘﾝﾄの

記述の確認。出席。 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:話す・聞く能力   c:書く能力 

d:読む能力       e:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 

 

 


